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令和２年３月発行
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管内農業最新情報　　　　　　　　　　　　　　第9６号  

北部普及だより

（豊中市、池田市、吹田市、高槻市、茨木市、箕面市、摂津市、島本町、豊能町、能勢町）
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直売所での食品衛生管理研修会を開催しました！ 
農家が実践する食品衛生管理について
食品衛生法等の一部を改正する法律が令和２年6月1日に施行され、原則全ての食品事業者に対して、HACCPに沿った衛生管理の実施を求めることとなりました。（経過措置期間(施行後1年間)あり。）　

このため、当事務所では府流通対策室及び(地独)大阪府立環境農林水産総合研究所と連携し、「食品衛生管理」研修会を2月4日(火)に茨木市内で開催し、３９名の参加がありました。
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▲満員の会場
研修会では『大阪版食の安全安心認証』※を取得された貝塚市の川﨑農園の川﨑夫妻に講演いただきました。

講演ではHACCPに取り組んだ経緯や苦労、取り組んでよかったこと等に加え、実際に川﨑農園が作成した衛生管理計画を基に作成のポイントを説明いただきました。
衛生管理計画はインターネット等で検索しても大規模な加工場を想定したものばかりで小規模事業者を想定した事例がありません。
その点、同じ農家目線での講演は、参加者にも大変好評で、「具体的な話でわかりやすかった」、「HACCPの重要性がわかった」等の意見が聞かれHACCPに沿った衛生管理意識が高まりました。特に点検様式などを現場での実態に合わせて、簡素化していることや、HACCPに取り組むことで、自信を持って商品を提供できるようになったことなどが、印象に残ったようです。
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▲講師の川﨑夫妻
当事務所では、今後も農産加工品を製造販売している農業者等に対し、引き続き、HACCPの考え方を普及していきます。
※大阪版食の安全安心認証（制度）
食の安全安心に積極的に取り組んでいる飲食店や食品製造施設、販売店を府が指定した第三者機関が審査認証する制度です。「HACCPの考え方を取り入れた衛生管理」に必要な衛生管理計画の書類や記録類を網羅することができます。
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国連では、2030年までの国際目標として「持続可能な開発目標（SDGｓ）」が2015年に策定されました。北部農と緑の総合事務所　農の普及課の活動はSDGｓに掲げる17のゴールのうち、以下のゴールの達成に寄与するものです。
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　　　　　　　　　　 北部農と緑の総合事務所
〒567-0034 
茨木市中穂積1-3-43 三島府民センタービル内
TEL.072(627)1121(代) FAX.072(623)4321
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北部普及だより第９6号
生産技術

いちご栽培情報交換会を開催しました！
北部管内では、平成29年から30年にかけて、茨木市（４戸）、
能勢町（1戸）で新たにいちご栽培を開始するなど、いちご生産者が増え、栽培技術の習得支援を行っています。

11月25日(月)に実施した茨木市内の生産者のほ場見学と情報
交換会には、６戸の生産者が参加しました。情報交換会では各ほ
場で測定したリアルタイム栄養診断（硝酸態窒素）の結果を共有
し、肥培管理のポイント等を検討しました。

参加者からは「失敗することが多い育苗管理時のデータは参考になった」、「硝酸態窒素の吸収量が数値でわかるので施肥のタイミングがわかりやすい」など栄養状態を見える化したことで活
発な情報交換を行うことができました。当事務所では今後とも、
「いちご」を、北摂を代表する農産物として支援していきます。

講習会情報
エコれんげ米シンポジウムを開催！
「箕面市でエコれんげ米を進めよう！」と箕面市農業経営者連絡協議会の主催で2月12日(水)に箕面市役所にてエコれんげ米シンポジウムを開催しました。
シンポジウムでは、箕面市で、れんげを集団栽培していた石丸れんげ同好会の取組が、大阪エコ農産物申請にまで発展したことを農の普及課から報告しました。また、先進地事例として茨木市の「見山の郷」かられんげ栽培の工夫や販売対策を説明してもらいました。意見交換では、れんげ栽培のポイントやエコれんげ米の効果的な販売方法などについて活発な議論が行われました。当事務所では、今年初めて取り組まれる石丸地区でのエコれんげ米栽培が成功するようサポートすると共に、箕面市をはじめ北摂でエコれんげ米栽培を増やしていきます。
エコれんげ米に御興味のある方は、当事務所まで御連絡ください。

▲箕面市内での栽培風景　　　　　　　　　　　　　　　▲報告会の様子

おめでとうございます。
〇茨木市の中村正治氏が、令和元年度大阪府農業生産・経営高度化優秀農業者等選賞事
業の知事表彰を令和2年１月21日(火)に受賞されました。
氏は、大阪エコ農産物認証制度に管内でいち早く取り組むとともに、茨木市内の農業
者を組織化し農産物直売所「みしま館」の開設に努力したことが評価されました。　

○バックナンバーは、事務所ＨＰ｢ほくほくほくぶ｣で見られます。http://www.pref.osaka.lg.jp/hokubunm/youkoso/index.html　　　

○プロ農家等に技術情報をお届けする｢おおさかアグリメール｣配信中！

http://www.kannousuiken-osaka.or.jp/nourin/agrimail/
○いいもん!うまいもん!大阪産(もん)!の情報はこちらから！　
▲研修会の様子








